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Ⅴ-3-別添 1-1 竜巻への配慮が必要な施設の強度計算の方針
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竜

巻
の

影
響

を
考
慮
す

る
施

設
 

強
度

評
価

対
象

部
位
(
3
/
6)
 

分
類
 

施
設

名
称
 

評
価
対
象
部
位
 

評
価
項
目
 

評
価
項
目
 

分
類
 

選
定
理
由
 

屋 外 の 防 護 対 象 施 設 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電

機
吸

気
フ

ィ
ル

タ
 

胴
板
 

支
持

脚
 

構
造

強
度
 

4
脚

た
て

置
円

筒
型

容
器
 

竜
巻

の
風

圧
力

に
よ

る
荷

重
及

び
気

圧
差

に
よ

る
荷

重
は

，
胴

板
及

び
胴

板
を

支

持
す

る
支

持
脚

に
作

用
す

る
。

こ
れ

ら
は

，
外

荷
重

と
し

て
作

用
す

る
地

震
荷

重

と
同

様
な

も
の

で
あ

る
た

め
，

Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｇ
４

６
０

１
の

4
脚
た
て
置
円
筒
形
容
器
の

計
算
方
法
を

準
用

し
，
胴
板

，
支

持
脚
を

評
価

対
象

部
位
と
し
て

選
定
す
る
。
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電

機
ル

ー
フ

ベ
ン

ト

フ
ァ

ン
 

基
礎

ボ
ル

ト
 

構
造

強
度
 

フ
ァ

ン
 

竜
巻

の
風

圧
力

に
よ

る
荷

重
及

び
気

圧
差

に
よ

る
荷

重
の

影
響

を
受

け
る

フ
ァ

ン

据
付

面
よ

り
上

部
の

各
部

位
の

う
ち

，
支

持
断

面
積

の
小

さ
な

部
位

に
大

き
な

応

力
が

生
じ

る
た
め
，

基
礎

ボ
ル

ト
を
評

価
対

象
部
位

と
し
て
選

定
す
る

。
 

中
央

制
御

室
換

気

系
冷

凍
機
 

取
付

ボ
ル

ト
 

構
造

強
度
 

冷
凍

機
 

竜
巻

の
風

圧
力

に
よ

る
荷

重
及

び
気

圧
差

に
よ

る
荷

重
の

影
響

を
受

け
る

冷
凍

機

据
付

面
よ

り
上

部
の

各
部

位
の

う
ち

，
支

持
断

面
積

の
小

さ
な

部
位

に
大

き
な

応

力
が

生
じ

る
た
め
，

取
付

ボ
ル

ト
を
評

価
対

象
部
位

と
し
て
選

定
す
る

。
 

残
留

熱
除

去
系

海

水
系
ポ

ン
プ
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
 

基
礎

ボ
ル
ト
 

取
付
ボ
ル
ト
 

原
動

機
フ
レ
ー
ム
 

構
造
強
度
 

立
形
ポ
ン
プ
 

竜
巻

の
風

圧
力

に
よ

る
荷

重
及

び
気

圧
差

に
よ

る
荷

重
の

影
響

を
受

け
る

ポ
ン

プ

据
付

面
よ

り
上

部
の

各
部

位
の

う
ち

，
支

持
断

面
積

の
小

さ
な

部
位

に
大

き
な

応

力
が

生
じ

る
た

め
，

基
礎

ボ
ル

ト
，

本
体

各
部

取
付

け
ボ

ル
ト

及
び

原
動

機
フ

レ

ー
ム

を
評

価
対

象
部
位

と
し
て
選

定
す
る

。
 

軸
受
部
 

機
能
維
持
 

立
形
ポ
ン
プ
 

外
殻

に
面

す
る
部
分

へ
の

竜
巻

に
よ
る

荷
重
の
作

用
を

考
慮

し
，
施
設
の
外
殻
を

構
成

す
る

部
材
の
変

形
に

よ
っ

て
，
ポ

ン
プ
の
動

作
に

影
響

が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る

た
め

，
動
的
機

能
維

持
に

必
要
な

軸
受
部
を

評
価

対
象

部
位
と
し
て
選
定
す

る
。
 

残
留

熱
除

去
系

海

水
系
ス

ト
レ

ー
ナ
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電

機
用

海
水

ス
ト

レ

ー
ナ
 

基
礎
ボ
ル
ト
 

構
造
強
度
 

た
て

置
円

筒
形

容
器
 

竜
巻

の
風

圧
力
に
よ

る
荷

重
及

び
気
圧

差
に
よ
る

荷
重

の
影

響
を
受
け
る
ス
ト

レ

ー
ナ

据
付

面
よ

り
上
部
の

各
部

位
の
う

ち
，
ス
ト

レ
ー

ナ
胴

板
，
支

持
脚

は
鋳

物

一
体

成
型

で
あ
り

1
個
の

大
き

な
ブ
ロ

ッ
ク

と
見

な
せ

，
支

持
断
面

積
の

小
さ

な

部
位

に
大
き
な
応
力

が
生

じ
る

た
め
，

基
礎

ボ
ル

ト
を
評
価
対

象
部
位

と
し

て
選

定
す
る
。
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部
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評
価
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評
価
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目
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防 護 対 象 施 設 に 波 及 的 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る 施 設 

サ
ー

ビ
ス

建
屋
 

構
造
躯
体
 

構
造
強
度
 

変
形
 

防
護
対
象
施

設
を

内
包

す
る
施

設
に
隣
接

す
る

建
屋

の
接
触
に
よ
る
波

及
的
影
響
を

考
慮

し
，

構
造
躯
体
を

評
価

対
象

部
位
と

し
て
選
定
す

る
。
 

鋼
製

防
護

壁
 

鋼
製

躯
体
 

構
造

強
度
 

変
形
 

防
護

対
象

施
設

を
内

包
す

る
施

設
に
隣

接
す

る
防

護
壁

の
接
触

に
よ

る

波
及

的
影

響
を

考
慮

し
，

防
護

壁
の
鋼

製
躯

体
を

評
価

対
象
部

位
と

し

て
選

定
す

る
。

 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

排
気

消
音

器
 

基
礎

ボ
ル
ト
 

取
付

ボ
ル

ト
 

構
造
強
度
 

消
音

器
 

竜
巻

の
風

圧
力
に
よ

る
荷

重
に
よ

る
荷

重
の
影
響

を
受

け
る
消

音
器

据

付
面

よ
り

上
部

の
各

部
位
の
う

ち
，
排

気
消
音

器
の
転

倒
に

よ
る

デ

ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
の

排
気
機
能

を
閉

塞
さ

せ
る
波

及
的
影
響

を
考

慮

し
，

支
持
断

面
積

の
小
さ
な
部

位
に
大

き
な

応
力

が
発

生
す
る

こ
と

か

ら
，

取
付

ボ
ル

ト
又

は
基

礎
ボ

ル
ト
を
評
価
対
象

部
位
と
し
て
選
定
す

る
。
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

付
属

排
気

配
管

及
び

ベ
ン

ト
配

管
 

配
管
本
体
 

構
造
強
度
 

配
管
及
び
弁
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

付
属

排
気

配
管
及

び
ベ

ン
ト

配
管

の
主
要

な
機

能

で
あ
る
流
路

形
成
機
能
を

維
持

す
る
た

め
に

，
主
要
な
構
成
部

材
で

あ

る
配
管
本
体

を
評
価
対
象

部
位

と
し
て

選
定

す
る
。
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管

（
放

出
側

）
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
海

水
配

管
（

放
出

側
）
 

配
管
本
体
 

構
造
強
度
 

配
管
及
び
弁
 

海
水

配
管

（
放

出
側

）
の
主
要

な
機
能
で

あ
る

流
路

形
成
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に

，
主

要
な

構
成
部

材
で
あ
る

配
管

本
体

を
評
価
対
象
部
位

と
し
て
選
定

す
る

。
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 (3) よこ置円筒形容器（ディーゼル発電機排気消音器） 

a. 評価条件 

よこ置円筒形容器の強度評価を行う場合，以下の条件に従うものとする。 

(a) 設計竜巻の風圧力による荷重，気圧差による荷重を考慮した自重を加えた荷重に

対する，基礎ボルトの構造健全性を1質点系モデルとして計算を行う。ここで，荷重

の作用点は評価上高さの1/2より高い容器の重心位置とする。 

(b) ディーゼル発電機排気消音器（非常用ディーゼル発電機２Ｄ）及びディーゼル発

電機排気消音器（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機）は，フィルタ部と吸収部

がフランジで結合されているが，おおむね弾性範囲であれば大きな変位は発生せ

ず，軸直角方向からの風荷重による応力はフィルタ部と吸収部各々直下の基礎ボル

トに発生すると考えられる。また，軸方向からの風荷重による応力はフィルタ部と

吸収部各々について風が当たるものとして評価することで保守的な評価となるた

め，フィルタ部と吸収部に分けて評価を行う。 

よこ置円筒形容器のモデル図を図5-12～図5-14に示す。 

b. 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表5-17に示す。 

 

表5-17 評価対象部位及び評価内容 

評価対象部位 応力等の状態 

基礎ボルト 

・引張 

・せん断 

・組合せ 

 

c. 強度評価方法 

(a) 記号の定義 

よこ置円筒形容器の強度計算に用いる記号を表5-18に示す。 
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